
「働くこと」から「生き方」を考える。「働く人の背中」を見て「自分自身」と向き合う 

                                校長 鈴木 玲 

みなさんは「キャリア教育」というものを知っていますか？ 「キャリアって何？」「荷台？」「台車？」

「何かを運ぶ人？」。いえいえ、〈 carrier 〉ではなく、〈 career 〉です。人材派遣会社のＣＭ等で「豊

富なキャリア」とか「キャリアアップ」などといった言葉は聞いたことがあるかと思います。キャリアと

は「職業・技術上の経験。経歴」を意味する言葉で、特に、専門的な知識や技術を要する職業などを指すよ

うです。しかし、キャリア教育となると本来の意味はもっと広く、働くことにまつわる〔生き方〕そのものだ

と言われています。 

１月２０日（金）、本校では１・２年生を対象に「Zaikeスクール」と題してキャリア教育の授業を行

いました。１１名の講師がご自身の仕事について専門的な視点で講義をしてくださいます。消防士、理容

師、歯科衛生士、インテリアコーディネーター・・・、その職種は実にバラエティーに富んでいます。そ

れぞれ１１の教室に分かれ、その仕事がどのようなものなのか、必要な資格はあるのか、なぜその仕事に

就いたのか等、様々な話をしてくださいました。講義に加え、実践を交えた講座もあります。市の職業体

験「夢わ～く」が行えていない現状において、この経験は生徒たちにとってとても価値ある時間でした。 

この「Zaikeスクール」の特に素晴らしいところは、授業をしてくださる１１名の講師が全て本校の在

校生または卒業生の保護者の方々だということです。全てが在家中の手作りの授業であり、「チーム在家」

として子供たちを導いてくださっている証です。しかも、知り合いのお父さんやお母さんが仕事について

話をしてくださる。生徒たちは将来の夢やあこがれの職業をイメージするというだけでなく、働くことが

自分たちの生活に直結し、より現実味が増してきます。職業について学ぶとともに自分の生き方について

考えることができる、まさに「キャリア教育」です。そして同時に、毎日働く自分の家族への感謝にもつ

ながります。生徒、保護者、地域、学校、全てがつながる在家中《絆プロジェクト》として誇れる取組で

あることは間違いありません。もちろん、今回ご協力いただいた保護者の皆様あってこそのものです。 

今回、授業には参加しませんでしたが、３年生は今まさに自分と向き合い、これからの生き方を考え、

自分の思い描く進路実現に向けて一生懸命がんばっています。在家中生みんなが夢をもち、その夢に近づ

くための最善の道を歩んでほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２０日（金）に行われた 

「Zaikeスクール」の様子です。 

ご協力いただいた11名の講師の 

皆様、ありがとうございました。 
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・心身ともにたくましい生徒 
・自ら進んで学ぶ生徒  
・豊かな情操を培う生徒  


